
西区自治協議会第１部会 会議概要

（所管分野：防犯・防災、自然環境、住環境等）

令和２年度 第５回会議 

開催日時 令和２年８月７日（金）午後４時～午後５時３０分 

会  場 西区役所健康センター棟１階 １０４・１０５会議室 

出 席 者 

委  員 

風間部会長、高橋伸絵副部会長、伊藤委員、小川委員、橋本委員、下

下川委員、岩沢委員、高田委員、大谷委員、渡辺委員、長澤委員、

櫻井洋子委員  計１２名

事 務 局 
西区地域課長、西区総務課長、西区区民生活課長、 

西区建設課１名、西区地域課１名 

主な議事 

１ 令和２年度自治協議会提案事業 管理不全な空き家にしないための啓発 

  企画案について 

啓発の手法として、紙芝居、ポスター・チラシ、映像化について検討し

ました。検討の結果、映像等並びにポスターを用いた啓発活動を行うこと

とし、８月の本会に企画書案を提出することとしました。

主な意見は以下のとおりです。

〇紙芝居について

 ・啓発の輪を広めることを考えると活用が難しい。

〇ポスターについて

 ・継続的な啓発の手法として作成したい。 

〇映像化（画像・DVD 等）について

・コミ協を通じて、各種会合で上映して啓発したい。 ほか   

２ 第７期西区自治協議会が重点的に取り組む地域課題への取り組み状況に

ついて

（１）重点的に取り組む地域課題について（参照：8 月部会共通資料）

（２）所管分野の地域課題について

第１部会の所管分野について、地域の現状や第 1 部会として取り組みた

い課題について意見交換を行いました。重点的に取り組む課題については

９月の部会で、現在取り組んでいる地域課題である「管理不全な空き家に

しないための啓発」以外の身近な課題について、具体的に各委員が持ち寄

り、検討することとしました。主な意見は以下のとおりです。

〇空き家の課題（管理不全な空き家にしないための啓発）に取り組むこと

について

・テーマが大き過ぎると感じる。

・部会での勉強会の内容等を地域に報告しても反応が薄い。

・２年の取り組みでは、成果が中途半端になってしまうのではないか。

 ・空き家以外の身近な課題も良いのではないか  ほか     

資料４



その他 

３ その他 

○西区総務課より、新潟市犯罪発生状況（６月末）についての報告がありま

した。 

○次回（第６回）開催について 

日時：令和２年９月１４日（月）午後３時～ 

場所：西区役所健康センター棟１階 １０４・１０５会議室 

議題：次期で重点的に取り組む地域課題について ほか 



重点的に取り組む
地域課題

担当
部会

区分 第７期の主な取り組み 成果・課題など

・宝サポート事業で公募したが採択事業なし（H31）
・「空き家対策は地域づくり～迷惑空き家にしないた
めの取り組み～」をテーマにシンポジウムを開催
（H31）

・空き家の現状や課題について伝えることができた
が、さらに多くの方へ周知するために工夫が必要。
所有者への意識啓発が必要。

・管理不全な空き家にしないための啓発（R2）

通常
審議

・空き家に対する市の現状と取り組み状況を学ぶ勉強
会を実施（H31）
空き家の現状、空き家となる理由、放置した場合の
問題など

・現状と市の取り組み状況が理解できた。

・宝サポート事業（H31）
大人向けプログラミング勉強会と協働し、こどもや
保護者、シニア世代を対象としたプログラミング講
座を実施

・保護者、シニア世代の地域活動の参加や、プログラ
ミング技術を通じた地域での支え合いのきっかけと
することができた。

・「支え合いの大切さ」を広める標語募集事業（R2）

通常
審議

・本会で支え合いの取り組みの輪を広げるためのアイ
デアを検討（H31）

・R2自治協提案事業の実施や自治協広報紙での事例発
信、西区盛り上げ隊でのテーマとすることなどによ
り、支え合いの取り組みの輪を広げることに寄与。

・宝サポート事業（H31）
ＮＰＯ法人まちづくり学校と協働し、地域活動見直
しワーク研修会や地域内の関係づくりと自治活動へ
の参加を促す行事カレンダーづくりを実施。

・研修会参加自治会の地域活動を見直す必要性への気
づきに繋がった。またモデル自治会では地域活動へ
の関心付けにつながるカレンダーが完成した。

・宝サポート事業で公募したが採択事業なし（R2） ・
・宝サポート事業（H31）
越後新川まちおこしの会と協働し、開削200年の
「新川」の歴史を十返舎一九とたどる映像を制作
し、上映会開催やＤＶＤを配布

・西蒲原の穀倉地帯を生み出した新川の意義や魅力を
多くの人に発信することができた。

・宝サポート事業（R2）
越後新川まちおこしの会と協働し、新川と内野の魅
力をＱＲコードで情報発信

・区の魅力を洗い出し、内野で講習会を実施（H31） ・区の魅力を再認識することができた。内野、新川に
ついて深く知ることができた。

・区の魅力の発信手法を検討（R2）

第７期西区自治協議会が重点的に取り組む地域課題への取り組み状況

区の魅力発信・賑
わい創出
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西区自治協議会第２部会 会議概要 

（所管分野：保健・福祉、文化・スポーツ、教育等） 

令和２年度 第５回会議 

開催日時 令和２年８月４日（火）午後３時～午後４時１５分 

会  場 西区役所健康センター棟１階 １０４・１０５会議室 

出 席 者 

委 員 

寺瀬部会長、五十嵐副部会長、田中委員、藤橋委員、藤丸委員、

木村委員、澤邉委員、加野委員、郷委員、櫻井圭子委員

計１０名

［欠席：田場川委員、神田委員］

事務局 
西区健康福祉課１名、坂井輪地区公民館長、坂井輪図書館長 

西区地域課長、西区地域課３名 

主な議事 

１ 第７期西区自治協議会が重点的に取り組む地域課題への取り組み状

況について

（１）重点的に取り組む地域課題について

○第２部会が所管する「支え合いの取り組みの輪を広める」「地域の

担い手育成（自治会、民生委員・児童委員）等」の取り組み状況

について意見交換を行い、以下のとおり課題をまとめ、次期も引

き続き重点的に取り組むこととしました。

・西区の宝サポート事業で公募し、提案団体とともに課題解決に取

り組んだものの、次年度以降に地域に横展開できるかは団体任せ

である。条件付きで複数年度の支援が可能となるよう事業を設計

し直すなど、継続した取り組みができるようにする必要がある。

（２）所管分野の地域課題について

○第２部会が所管する分野の課題について意見交換を行い、以下の

とおり意見集約しました。

・コロナ禍で各種地域活動が停滞し、子育て環境など様々な場面

でこれまで以上に「支え合い」の重要性が高まっている。標語

募集をきっかけに、コロナ禍での「支え合い」についてさらに

議論を深めていく必要がある。

２ 支え合いの大切さを広める標語の選考方法について 

 ○事務局より、選考方法の説明があり、選考の基準を設け、応募数に

よっては予備選考を行い、優秀作品を決定することとしました。 

その他 

３ その他 

○次回（第６回）の開催日程について 

日時：令和２年９月８日（火）午後３時～ 

場所：西区役所健康センター棟１階１０４・１０５会議室  

議題：支え合いの大切さを広める標語募集について ほか 





西区自治協議会第３部会 会議概要 

（所管分野：産業、区の魅力発信、交通等） 

令和２年度 第５回会議 

開催日時 令和２年８月５日（水）午後３時～午後４時２０分 

会  場 西区役所健康センター棟１階 １０４・１０５会議室 

出 席 者 

委 員 

岩脇部会長、山賀副部会長、高橋委員、長谷川委員

佐野委員、原澤委員           計６名

［欠席：杉原副部会長、田村委員、澤口委員、眞柄委員、

永吉委員、坂井委員］

事務局 
西区農政商工課 ２名 

西区地域課長、西区地域課 ３名 

主な議事 

１ 西区の宝サポート事業 

  ＱＲコード募集広告の確認と区の魅力について 

○越後新川まちおこしの会より提出のあった、ＱＲコードのプレート

デザイン募集チラシ案を確認し、以下のとおり意見集約し、修正検

討いただくこととしました。

・タイトルの「二次元コード」という表現がわかりづらい。

・高校生以下も募集対象となっているので、「開削」などの表現

をわかりやすいものにしてはどうか。

 ・プレートの形は四角にこだわらないとのことであったが、その

旨記載した方がよいのではないか。

 ・審査基準を設けた方が良いのではないか。

 ・デザインに明るい人を審査員に入れた方が良いのではないか。

 ・どのような事業の一環としてＱＲコードを募集するのか記載し

た方が良い。

 ・７ｃｍ角の枠の中に４ｃｍ角のＱＲコードが入ると応募の際に

デザインスペースが限られる。最低限デザインの仕様を記載し

ていただきたい。

２ 第７期西区自治協議会が重点的に取り組む地域課題への取り組み状

況について

(１)重点的に取り組む地域課題について

○第３部会が所管する「区の魅力発信・賑わい創出」の取り組み状況

について意見交換を行い、以下のとおり課題をまとめました。

・課題解決の手法として宝サポート事業を選択したが、公募型では

なく、自分たちの力で解決に向けて活動したい。

・区の魅力を洗い出すことができたので、発信方法について検討を

進めたい。

・広い西区の魅力を満遍なく発信するために自分たちで足を運ぶ機

会を設けたい。



主な議事 

(２)所管分野の地域課題について

第３部会の所管分野について、意見交換を行い、以下のとおり意見集

約し、次期も引き続き重点的に取り組むこととしました。

○産業や交通も重要な課題であるため検討を進めたいが、部会と

して取り組むには限界がある。西区役所の担当課を交えた議論

が必要である。

○インスタグラムを利用した区の魅力発信の一環としてフットパ

スに公共交通を利用してもらうなど、部会としてできることか

ら取り組みたい。

その他 

３ その他 

○次回（第６回）の開催日程について 

日時：令和２年９月７日（月）午後３時～ 

場所：西区役所健康センター棟１階 １０４・１０５会議室  

議題：区の魅力の発信方法について ほか 



西区自治協議会アートフェスティバル特別部会 会議概要 

（所管分野：西区アートフェスティバルの企画・実施に関する事項） 

令和２年度 第３回会議 

開催日時 令和２年８月６日（木）午後３時～午後４時２０分 

会  場 西区役所３階 ３０３会議室 

出席者 

委  員 

永吉部会長 田中副部会長 小川委員 風間委員 藤橋委員 

佐野委員 坂井委員 計７名

欠席：なし

事 務 局 西区地域課２名 

関 係 者 新潟大学教育学部「音楽学・音楽マネジメント」研究室１名 

主な議事 

１ 市の文化活動再開支援事業について 

コロナ禍の中、文化活動の再開を支援していこうとしていこうと

様々な事業を市で企画している旨、事務局から説明がありました。

２（仮称）西区アートフェスティバル＋音届企画書案について 

別紙のとおり企画書案をまとめ、８月本会へ提出することとしまし

た。 

 主な意見は以下のとおりです。

【音楽部門】 

・コロナ禍の中、インターネットで演奏者と直接話ができる参加型

のコンサートにし、加えてその様子を撮影したものを、後日動画

投稿サイトに公開したらどうか。 

【アート部門】 

 ・小学生の自由研究作品については、コロナのため夏休み期間が短 

縮されており、児童に取組みを一任している学校が多く、作品数 

が集まるかが心配である。 

【その他】 

 ・広報については、ＳＮＳでも広く周知したらどうか。 

３ スケジュールについて 

  今後のスケジュールについて、確認しました。

４ 次回（第４回）の開催日程について 

○協議の結果、次回を次のとおり決定しました。 

日時：令和２年９月８日（火）午後１時３０分～ 

場所：西区役所３階 ３０３会議室 

議題：令和２年度西区アートフェスティバルについて ほか 


